
２．新・宮城の将来ビジョンの実現に向けた取組（農業農村整備事業関係）

◆

①被災地の復興完了に向けたきめ細やかなサポート

農業農村整備関係事業名

取組分野３　福島第一原発事故被害への対応 鳥獣害防止対策事業

②政策推進の基本方向

農業農村整備関係事業名

１．富県宮城を支える県内産業の持続的な成長促進

（１）全産業で，先進的取組と連携によって新しい価値をつくる

2
宮城が誇る地域資源を活用した観光産業と地域を支える
商業・サービス業の振興

むらまち交流拡大推進事業

3 地域の底力となる農林水産業の国内外への展開 農地整備事業

（２）産業人材の育成と産業基盤の活用によって持続的な成長の基礎をつくる

4
時代と地域が求める産業人材の育成と活躍できる環境の
整備

農業経営高度化支援事業

４．強靱で自然と調和した県土づくり

（７）自然と人間が共存共栄する社会をつくる

15 環境負荷の少ない地域経済システム・生活スタイルの確立 小水力等農村地域資源利活用促進事業

16 豊かな自然と共生・調和する社会の構築

令和のむらづくり推進事業
地域資源・キャリア人材フル活用事業
みやぎの地域資源保全活用支援事業
多面的機能支払事業
田んぼダム導入促進・効果検証モデル事業
防災重点ため池管理対策強化支援事業
宮城県ため池サポートセンター事業

（８）世代を超えて安全で信頼のある強くしなやかな県土をつくる

17 大規模化・多様化する災害への対策の強化
水利施設整備事業
農地防災事業

18 生活を支える社会資本の整備，維持・管理体制の充実

中山間地域等直接支払交付金事業
県営農道整備事業（通作条件整備）
県営造成施設管理体制整備促進事業
土地改良施設機能診断事業

体系・基本方向・取組名

体系・基本方向・取組名

　県では，令和２年度で終期を迎えた「宮城の将来ビジョン」，「宮城県震災復興計画」及び「宮城県地方創生
総合戦略」の後継計画として，令和３年度を始期とする「新・宮城の将来ビジョン」を策定しました。
　計画期間が10か年である本ビジョンは，３～４年を期間とする実施計画を別途定め，具体的取組（推進事業）
や数値目標を示した上で確実に実施していくとともに行政評価システムにより事業の有効性や効率性などを検証
しながら推進していきます。

新・宮城の将来ビジョン
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５
年
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･
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･
Ｒ

５
新

規
事

業
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第
３
期

み
や

ぎ
農

業
農

村
整

備
基

本
計

画
（
Ｒ
３
～

Ｒ
１
２
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に
お
け
る
施

策
の

推
進

方
向

基
本

項
目

Ⅰ
人

口
減

少
下
で
持

続
的
に
発
展

す
る
農

業
の
振
興

（
儲

け
る
農
業
）

施
策

１
先

進
技

術
等

を
活

用
し
た
農
業

生
産

の
効
率

化
と
高
度

化

①
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
の

推
進

に
向

け
た
基

盤
整

備

②
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
農

業
技

術
の

確
立

と
現

地
普

及

施
策

２
基

盤
整

備
と
集
積

・
集

約
化
に
よ
る
農

地
利
用

の
高

度
化

①
農
業
の
成
長

産
業

化
に
向

け
た
農

業
基

盤
整
備

②
中
山
間
地
域

等
に
お
け
る
農

業
生

産
の

効
率
化

と
優

良
農

地
の

確
保

③
担
い
手
へ
の
農

地
集

積
・
集

約
化

の
推

進

④
農
業
水
利
施

設
等

の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推

進
（
農
業
用
水
の
安
定
供
給
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施
策

３
先

進
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大
規

模
拠

点
を
核
と
し
た
園

芸
産

地
の
確

立

①
大
規
模
露
地
園

芸
の

振
興

基
本

項
目

Ⅱ
多

様
な
主

体
が
活

躍
で
き
る
農

村
の
構

築
（
活

力
あ
る
農
村
）

施
策

４
関

係
人

口
と
共
に
創

る
活
力

あ
る
農

村

①
農

村
を
支

え
る
人

材
育
成
と
体
制
整
備

②
交

流
拡

大
に
よ
る
関
係
人
口
の
創
出

③
農

村
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

施
策

５
地

域
資

源
を
活
用

し
た
多
様
な
な
り
わ

い
の
創

出

①
地

域
資

源
の

掘
り
起

こ
し
と
磨
き
上
げ

②
地

域
運

営
組

織
等

に
よ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た
な
り
わ
い
の
創
出

③
「
地

消
地

産
」
に
よ
る
地
域
経
済
循
環
の
構
築

施
策

６
環

境
と
調

和
し
た
持
続

可
能

な
農
業
・
農
村

づ
く
り

①
農

村
の

地
域

資
源

保
全
活
動
の
推
進
に
よ
る
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮

②
土

地
改

良
区

の
体

制
強
化

③
野

生
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
対
策
の
強
化
と
ジ
ビ
エ
利
活
用
の
拡
大

基
本

項
目

Ⅲ
自

然
災

害
に
対
応

し
た
農

村
地
域

の
防
災
・
減

災
対
策

の
強
化

（
強

靱
な
農
業
・
農
村

）

施
策

７
農

業
・
農

村
の
強

靱
化
に
よ
る
地

域
防

災
力
の

強
化

①
農
村
の
防
災

機
能

の
充

実
③

農
業

水
利

施
設

等
の

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

（
排
水
機
能
の
維
持
・
保
全
）

②
田
ん
ぼ
ダ
ム
等

農
村

地
域

の
有

す
る
洪

水
調

節
機

能
の

効
果

的
な
発

揮
④

農
村

地
域

の
生

活
環

境
の
維
持

・
農
地
災
害
復
旧
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農
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6
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4
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施
設
災
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復
旧
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農
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】

5
6
4
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4
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・
県
営
災
害
復
旧
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【
農
防
】

2
,1

3
2
,3

1
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◆
令

和
４
年

７
月

１
５
日
か

ら
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よ
る
災

害
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旧
等

に
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り

組
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。
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み
や
ぎ
食
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農
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県

民
条

例
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掲
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４
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全
で
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食
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安
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３
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9
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０
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０
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．
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０
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５
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０
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０
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５
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．
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％
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.3

33
.727

.1

34
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20
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～

59
歳

(8
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～
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6人

)

30
～

39
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～

29
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都
市

住
民
の
地

方
へ
の
移
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の
意
向
（
全
国

）

思
う

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
思
う

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
思
わ
な
い

思
わ
な
い

そ
の
他

◆
競

争
力

の
あ
る
農

業
の

実
現
に
向
け
て
，
担
い
手

へ
の

農
地
の

集
積

・

集
約

化
や

生
産

コ
ス
ト
の

削
減
を
図

る
農
地

の
大

区
画
化

等
の
基

盤
整

備
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
，
野

菜
等

の
高
収

益
作
物

の
導

入
に
よ
る
収

益

性
の

向
上

を
目

指
し
，
水

田
の

汎
用

化
を
進

め
ま
す
。

◆
農
業
農
村
整
備
事
業
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
，
事
業
管
理
計
画
に
基

づ
き
，
事
業
計
画
の
調
査
・
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
（
防
災
事
業
含
み
）

・
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
【
な
り
】

・
農
業
農
村
整
備
事
業
実
施
計
画
策
定
費
【
村
振
】

・
県
営
ほ
場
整
備
事
業
調
査
【
村
振
】

・
農
地
整
備
事
業
【
村
整
】

・
水
利
施
設
整
備
事
業
【
村
整
】

・
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
【
村
整
】

令
和

５
年

度
農

地
整

備
実

施
地

区
数

４
５
地

区
(区

画
整

理
Ａ
＝

３
０
１

h
a)

令
和

５
年

度
調

査
計

画
地

区
数

３
８
地

区
（
う
ち
新

規
１
２
地

区
）

1
5
3
,1

1
9

1
9
2
,4

2
0

1
6
,8

0
0

7
,3

5
3
,2

0
9

1
,4

8
1
,5

0
2

3
3
4
,7

2
9

・
多
面
的
機
能
支
払
事
業
【
な
り
】

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
【
な
り
】

・
県
営
農
道
整
備
事
業
【
な
り
】

☆
シ
ン
・
令
和
の
む
ら
づ
く
り
推
進
事
業
【
な
り
】

・
み
や
ぎ
農
山
漁
村
ﾃ
ﾞｼ
ﾞﾀ
ﾙ
ﾄﾗ

ﾝ
ｽ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾒ
ｰ
ｼ
ｮﾝ
推
進
事
業
【
な
り
】

◆
農

業
・
農

村
が

有
す
る
多

面
的

機
能
の

維
持
・発

揮
の
た
め
の
地

域
活

動
や

営
農

の
継

続
等

に
対

し
て
支

援
を
行

い
ま
す
。

◆
農

山
漁

村
地

域
が

自
ら
課

題
を
解

決
し
協

働
す
る
課

題
解

決
型
・協

働

型
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
変

革
す
る
土

台
作

り
，
大

学
生
な
ど
の

多
様

な
人

材
に
よ
る
地

域
づ
く
り
，
農

村
の
暮

ら
し
や

仕
事

を
体

験
し
地
域

と
の
関

わ

り
を
深

め
る
関

係
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。

令
和

５
年

度
日

本
型

直
接

支
払

取
組

予
定

面
積

Ａ
＝

７
５
，
６
３
０

ha

2
,1

9
0
,2

6
4

2
6
5
,9

2
4

2
2
8
,2

7
0

2
3
,6

5
8

6
,3

8
2

・
農
村
整
備
事
業
【
な
り
】

・
田
ん
ぼ
ダ
ム
導
入
促
進
・
効
果
検
証
モ
デ
ル
事
業
【
農
村
】

・
用
排
水
施
設
等
整
備
事
業
【
農
防
】

・
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
緊
急
整
備
事
業
【
農
坊
】

・
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
【
農
防
】

☆
農
業
水
利
施
設
危
機
管
理
対
策
事
業
【
農
防
】

◆
防

災
・
減

災
・
国
土

強
靱
化

の
た
め
の
５
か

年
加

速
化

対
策
と
し
て
，
早

急
に
対

策
が

必
要

な
防
災

重
点
農

業
用

た
め
池

等
に
つ
い
て
，
安

全
性

を
確

保
す
る
た
め
の

対
策

に
取

り
組

み
ま
す
。

◆
洪

水
被

害
を
緩

和
す
る
「田

ん
ぼ
ダ
ム
」
の
取

組
を
拡

大
す
る
た
め
，
取

組
実

施
地

区
に
お
け
る
効

果
検
証

を
継

続
し
，
効

果
の

見
え
る
化

を
進
め

て
い
き
ま
す
。

令
和

５
年

度
防

災
重

点
農

業
用

た
め
池
整

備
６
地

区

防
災

重
点

農
業
用

た
め
池
調

査
５
５
か

所

（
劣

化
状

況
評

価
２
か

所
，
地

震
豪

雨
耐
性
評

価
５
３
か

所
）
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0
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1
4
6
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○
農

業
産

出
額
の
低
迷

重
点

推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｒ
３
～

Ｒ
７
）

農
業

・
農

村
の

将
来

像

地
域

経
済

を
支

え
る
農

業
関

係
人

口
や

移
住
希
望

者
に
選

ば
れ

る
農
村

※
事

業
費

に
は
事

務
費
を
含

む

水
田
の
汎
用
化

収
益

力
向

上
に
向

け
た
基
盤

整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆
農

地
の

大
区

画
化

の
ほ
か

，
地

域
の

特
性
を
活
か

し
た
収
益

性
の

高
い
作

物
の
導

入
に
向

け
た
水

田
の
汎

用
化

を
推
進

し
ま
す
。

（
具
体
的
取
組
内
容
）

・
地
域
振
興
作
物
等
を
中
心
と
し
た
作
付
計
画
策
定
を
推
進

・
栽
培
作
物
を
考
慮
し
た
地
下
か
ん
が
い
シ
ス
テ
ム
等
の
導

入

・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
地
耕
作
条
件
の
改
善
を
推
進

農
地
の
大
区
画
化


農

山
漁

村
交

流
拡

大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
，
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
し
た
い
農

林
漁

業
者

や
団
体

，
さ
ら
に
県
内
外

の
企

業
や
個

人

と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
，
新

た
な
関
係

人
口

を
創
出

し
ま
す
。

（
具
体
的
取
組
内
容
）

・
新
た
な
農
村
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
な
ど
の
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り

に
繋
が
る
活
動
を
支
援

・
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
郷
土
芸
能
・
郷
土
食
継
承
活
動
を
支

援

地
域

と
関

わ
り
を
持

つ
関

係
人

口
の

創
出

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

都
市
農
村
交
流
ﾌ
ｨｰ

ﾙ
ﾄﾞ
ﾜ
ｰ
ｸ

大
学
生
と
の
交
流
活
動

農
村

の
暮

ら
し
を
守

る
防

災
・
減

災
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト


農

村
地

域
の

安
全

・
安

心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
，
防

災
重
点

農

業
用

た
め
池
に
係

る
防
災

対
策
を
推
進

す
る
ほ
か

，
田
ん
ぼ

ダ
ム

に
取

り
組

み
ま
す
。

（
具
体
的
取
組
内
容
）

・
た
め
池

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
，
適

切
な
保
全

管
理
を
支

援

・
た
め
池

の
安

全
性

に
つ
い
て
調

査
調
査

を
実

施
し
優

先
度

の
高

い

た
め
池
か

ら
対

策
工

事
を
実
施

・
モ
デ
ル

地
区

に
お
け
る
田

ん
ぼ
ダ
ム
の

効
果

検
証

田
ん
ぼ
ダ
ム
対
応
排
水
桝
・
堰
板

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
対
策

※
Ｒ
２
：
東
北
６
県
中
５
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